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特集「生き物と共生する地域づくり」をめざして

■現在、様々な場所でビオトープ、

多自然型河川整備、エコロードと

いった生き物と共生する場づくりが

行われている。生き物にやさしい技

術といった言葉も多く聞かれる。

ブームと言っても過言でない。しか

し、本気で生き物の立場を考えてい

る事例はとても少ないような気がす

る。つまり、見かけは何となく自然

風であるが、具体的にどんな生き物

のことを考えて設計したのか不明確

であったり、そこには本来いない生

物を目標にしたり持ち込んだり、そ

の地域の生き物の現在の暮らしをあ

まり考えていなかったり、育成、管

理に失敗してしまったりといった具

合で「住民不在の政策」が多いので

ある。

■では、なにがいけないのか、なに

がそうさせているのであろうか。こ

れらの事業に関わっている多くの

人々が、「よくわからない」、「生

き物についてはシロートだから」と

言う。しかし、私は、専門的知識が

無いからうまくいかないのではな

く、計画する人たちの「自然観」に

問題があるような気がしてならない

のである。自然を公園のオブジェと

同じようにとらえている節がある。

あそこの市でホタルの流れを作った

からうちにもほしい。こんな発想で

はうまくいくわけがないと思う。

■生き物についてはシロートだから

といって、自分もヒトという生き物

であることを忘れている。つまり、

「コツ」は、人間に対して政策を

行う時と同じように考えればよいと

いうことだ。福祉を行うときには地

域の人々の暮らしや意見を調べたり

聞いたりして、どんな施設やどんな

サービスが必要か考える。生き物と

共生する地域づくりも全く同じなの

だ。地域の生き物たちが今どんな暮

らしをしているのか、なにを望んで

いるのかを良く調べる。今や昔、そ

の地域で生き物たちが多く暮らして

いるすぐれた自然＝森や川、池や

原っぱと言った空間がどんな構造を

し、どんな生き物が暮らし、どこに

分布しているのか。そして、現在、

彼らの暮らしがどうなっているのか

を調べる。そして、その優れた自然

をモデルとして、現在の住民（生き

物）に必要と考えられる施設やサー

ビスを提供する。それが、ビオトー

プであったり、多自然型河川整備で

あったり、汚水を減らしたり、保全

エリアを作ったりとかいう具体的な

政策になる。生き物は公園のオブ

ジェではなく、言葉を持たない住民

のなのだ。そして必要なことは彼ら

の暮らし、経済を考えた福祉政策な

のだ。もちろん、彼らの家や食料を

奪い、生活の場を汚しているのは人

間なのだから。

（取締役副社長・逸見一郎）
今更ながらの

「自然が先生! ! 」「自然に学べ! ! 」

生き物と共生する地域づくりのコツ
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（原案◆裏戸秀幸／イラスト◆飯塚要）       　


